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報　告

１. はじめに

去る、 令和 6 年 10 月 19 〜 20 日の 2 日間、

車いす SIG 主催による 「車椅子の歴史講話会」 を

行いました。 このイベントは、 これまで車いす SIG

で行ってきた車椅子の歴史調査の一部を動画配信す

るために、 公開収録会として行ったものです。 会場

の関係から、 現地での参加を限定したため、 車いす

SIG の関係者を除く参加者は 3 名となりました。

２. 概要

この 「車椅子の歴史講話会」 は、 司会進行は車

いす SIG の小林が、 世界の車椅子と日本の近世ま

での歴史の講話を車いす SIG の桂が、 近世以降の

概ね 2000 年ぐらいまでの日本の車椅子の歴史の

講話を中村が行いました。 内容は、 これまで本協会

誌で連載してきた車椅子の歴史を下敷きに、 車いす

SIG が所有している歴史的な車椅子の紹介を行いま

した。 少人数の公開収録という特徴から、 話が脱線

しながら、 その時々の車椅子をとりまく周辺状況等

も語られました。

３. 車椅子の歴史を語ることの意義

車椅子の歴史を知るということは、 工業製品とし

て、 どんな機構が使われていたかや、 どんな材料が

使われていたかということだけではありません。 車椅

子のデザインには、 乗る人の障害や疾病ということ

も関係してきますし、 使用されていた物理的環境や

そのとき障害者をとりまく状況等も大きく影響してき

ます。 まさに車椅子の歴史は、 車椅子を使っていた
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人々の活動の歴史といえるでしょう。 このような観点

から車いす SIG では、 車椅子に関わる様々な情報

や物品の収集を行い、 将来的には 「車いす博物館」

が作れたらと考えています。

４. おわりに

今回の 「車椅子の歴史講話会」 の内容をご覧に

なりたい方は、 一般社団法人日本リハビリテーション

工学協会の YouTube チャンネルで 「車いすＳＩＧ歴

史調査報告」 として配信中です。

こちらで動画をご覧になっていっていただき、 いい

ねボタンとチャンネル登録をお願いします。
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http://www.wheelchair-sig.jp/

図 1　一般社団法人日本リハビリテーション工学協会の

YouTube チャンネル 1)

【参考文献】

1)	 https://www.youtube.com/@resja5894

http://www.wheelchair-sig.jp/
https://www.youtube.com/@resja5894

